
「東日本大震災」で亡くなられた方々のご冥福をお祈り致しますとともに、被災地の一日も早い復興を祈念申し上げます。
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「夏の象徴といえば、向日葵でしょうね」

かかしのまちの・ミニマガジン



8月
蔵王と城と茂吉のふるさと
今月のおすすめウォーキング

1 夏の高山植物を楽しもう♪樹氷原〜御田神コース
8月2日（土）、7日（木）、12日（火）
9:30〜１4:00 オプション料金   300円

2 上山の新たな魅力発見！まちなかウォーキング
8月3日（日）  9:30〜１2:00

オプション料金   800円
3 月１企画 MY BDDY CHECK DAY

8月20日（水）9:30〜12:30 葉山コース
4 真夏のウォーキングはここで！蔵王高原坊平⇔樹氷原コース

8月24日（日）、7日（木）、12日（火）
9:30〜１4:00 オプション料金  1500円

■ 企画ごとに参加料（オプション）が異なります。
詳細については事前に下記へお問合せください。

上山市観光物産協会
023（672）0839
http://www.yukatade.com.

診療時間 AM 9:00 〜 PM 1:00
PM 2:00 〜 PM 6:00

休 診 日 日曜・祭日・木曜午後

各宗・総合葬祭

㈱マルシン葬祭社
寝台車（霊柩）・ワゴン・マイクロバス

江
戸
時
代
、
全
国
に
は
三
百
ほ
ど
の
藩
が
存
在
し
、
そ

の
指
導
者
、
つ
ま
り
「
藩
主
」
は
、
代
々
藩
主
一
族
が
就

任
し
て
い
く
こ
と
が
一
般
的
で
し
た
。「
親
が
優
秀
な
ら
、

そ
の
子
も
同
じ
」
と
は
限
ら
な
い
だ
け
に
、
各
藩
は
次
期

藩
主
の
教
育
に
大
変
気
を
遣
い
ま
し
た
。

さ
て
、
江
戸
時
代
前
期
か
ら
二
百
数
十
年
の
間
、
上
山

を
治
め
た
藤
井
松
平
家
（
上
山
藩
）
も
次
期
藩
主
の
教
育

に
大
変
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
写
真
の
人
物
は
、
江
戸

時
代
末
期
の
上
山
藩
藩
政
を
支
え
た
同
藩
士
の
金
子
清
邦

で
す
。
金
子
は
安
政
四
年
に
次
期
藩
主
松
平
信
庸
の
教
育

係
に
就
任
し
、
そ
の
翌
年
、
数
十
箇
条
に
も
及
ぶ
教
育
方

針
「
輔
儲
規
則
辯
言
」（
所
収：

『
幕
末
之
名
士
　
金
子
与

三
郎
』、
寺
尾
英
量
〈
編
〉、
上
山
町
教
育
会
〈
発
〉、
大
正

一
五
年
）
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
身
に
つ
い
て
、

「
な
ん
か
堅
苦
し
い
も
の
ば

か
り
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

確
か
に
堅
苦
し
い
決
ま
り

ご
と
は
多
数
あ
り
す
が
、

な
か
に
は
現
代
で
も
十
分

通
用
し
そ
う
な
も
の
や
、

「
ど
う
い
っ
た
教
育
効
果
が

あ
る
の
？
」
と
思
っ
て
し
ま
う
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

以
下
で
三
つ
紹
介
し
て
お
き
ま
す
（
大
雑
把
な
現
代
語
訳

を
カ
ッ
コ
内
に
記
し
ま
し
た
）。

一
、
一
日
之
内
可
弛
時
は
思
ひ
切
て
御
弛
め
可
申
候
…
厳

格
計
に
て
は
禮
の
全
体
に
不
可
有
之
事
（
一
日
中
決
ま

り
ご
と
に
縛
り
付
け
る
の
で
は
な
く
、
思
い
っ
き
り
気

を
抜
く
時
間
を
設
け
る
こ
と
）

一
、
古
今
之
御
物
語
申
上
候
共
、
名
君
、
賢
相
、
忠
臣
、
義

士
の
事
跡
は
勿
論
面
白
お
か
し
き
中
に
も
節
義
を
相
立

候
者
の
話
之
事
（
歴
史
上
の
偉
人
の
他
に
、
面
白
お
か

し
い
な
が
ら
も
、
人
と
し
て
正
し
い
行
い
を
し
た
人
物

を
題
材
と
し
た
物
語
を
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
）

一
、
御
遊
戯
之
節
相
撲
は
不
可
禁
事
（
遊
び
の
中
で
相
撲

を
禁
止
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
）

一
つ
目
と
二
つ
目
に
つ
い
て
は
、
ご
家
庭
で
実
践

さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
し
か

し
、三
つ
目
の
相
撲
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
教
育
効
果
に
つ
い
て
、
ご
家
庭
で
実
践
し
確
か

め
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

公
益
財
団
法
人
上
山
城
郷
土
資
料
館

学
芸
員

長
南
伸
治

●月刊かみのやま巻頭企画

「上山城
お し ろ

」からのたより 夏・第63便

金
子
清
邦
の
次
期
藩
主
教
育
方
法

メモリアルホーム鶴脛

パート・社員

募 集
▶672-7185◀詳細は面談の上

【
常
設
展
示
室
よ
り
】
八
月
か
ら
二
階
現
代
コ
ー
ナ
ー
に
「
月
岡
八
景
」
の
絵
皿
（「
矢
来
崎
之
帰
帆
」「
小
泉
の
晴
嵐
」）
を
展
示
し
て
い
ま
す
。



そ
う
だ

ビ
ッ
グ
バ
ン
へ

行
こ
う

ビッグバン
いしざきA-1

駅山形

ビッグバン
カミン

米沢

（

本
は

ヨ ミ ナ ヨ

やましん地域安全ネットワーク 蟹
仙
洞
の
周
辺

「
村
山
新
報
」
一
周
年
記
念

昭
和
初
期
（
十
年
頃
か
？
）
に
上
山
で
発
行
さ
れ
て
い
た
「
村
山

新
報
」
一
周
年
記
念
の
時
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
す
。
芝
居
小
屋
が
出

来
て
、
そ
こ
で
出
番
を
待
っ
て
い
る
役
者
の
姿
を
撮
影
し
た
の
で
し

ょ
う
が
、
自
然
に
雰
囲
気
が
伝
わ
る
よ
う
な
ス
ナ
ッ
プ
で
す
。

「
月
刊
か
み
の
や
ま
」
も
間
も
な
く
十
五
周
年
に
な
り
ま
す
ね
。

当
時
の
ミ
ニ
コ
ミ
誌
の
一
周
年
は
、
背
景
の
ビ
ラ
か
ら
も
伺
え
ま

す
が
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す

祝
　
村
山
新
報
一
周
年
記
念

１
、
仕
掛
花
火
大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
外
澤
山

２
、
打
上
花
火
昼
夜
間
断
無
く
澤
山

場
所
　
仕
掛
　
大
川
の
　
各
　
橋
　
上

打
上
　
東
　
河
　
原
　
土
　
上

月
　
岡
　
公
　
園

主
催
　
村
山
新
報
社

後
援
　
上
山
町
役
場

上
山
警
察
署

上
山
消
防
署

上
山
・
・
・
？

上
山
・
・
・
？

そ
し
て
左
上
の
ポ
ス
タ
ー
は
芝
居
で
し
ょ
う
か

映
画
で
し
ょ
う
か
「
・
ヤ
ス
の
街
か
・
」
が
貼
ら

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
樽
神
輿
・
・
・
の
張
り
紙
が

か
す
か
に
見
え
ま
す
。
制
帽
を
か
ぶ
っ
た
小
学
生

で
し
ょ
う
か
縞
格
子
飛
白
の
着
物
姿
で
す
。

後
ろ
の
大
人
の
男
女
も
外
出
姿
に
着
飾
っ
た
人

人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
様
子
で
す
。

こ
の
頃
は
今
よ
り
も
人
口
は
少
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
が
、
交
通
の
便
も
悪
く
車
社
会
で
な
か
っ

た
こ
と
が
街
の
賑
わ
い
を
つ
く
っ
て
い
た
の
か
な

と
勝
手
に
想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
。

（
蟹
仙
洞
所
蔵
・
長
谷
川
謙
三
撮
影
写
真
よ
り
）

青パト実施中！
毎月11日は
「みまわりさんの日」です

長
谷
川
浩
一

広さ80㎡の多目的スタジオ
があるペンションです。

ご宿泊者は、無料でご利用いただけます。
（時間貸しのレンタルも承っております。）

バレエ、音楽サークル、劇団の稽古、
詩の朗読会、ビデオ鑑賞会など…
多用途にお使いいただけます。



山形県埋蔵文化財センター共催体験広場
『昔の人の生活を知ろう！』

日　時：8月17日（日）10時〜15時
会　場：上山城屋内外
体験料：無料
体験内容：①琥珀まが玉作り体験 ②縄文 
服着用体験 ③弓矢体験 ④石器作り実演見学
①のみ要事前申込（午前・午後の部各20名　
先着順）申込先：上山城

「上山の祭り」写真募集（８月末日締切）
過去から現在までの「上山の祭り」風景をおさめた
写真を募集します。入選作は9月に上山城内に展示
します（展示期間は約1ヶ月間）。 
詳しくは上山城までお問い合わせください。

絵
の
見
方
と
考
え
⑴

八
月
に
入
る
と
あ
ち
こ
ち
で
秋
の
展

覧
会
が
始
ま
る
。
そ
れ
を
よ
り
楽
し
む

た
め
独
断
と
偏
見
な
が
ら
美
術
を
愛
す

る
一
人
と
し
て
少
し
語
ろ
う
と
思
う
。

今
頃
春
の
話
で
恐
縮
だ
が
、
桜
咲
く

頃
友
の
粋
な
計
ら
い
で
「
東
京
」
を
楽

し
ん
だ
。
銀
座
の
老
舗
料
亭
で
の
食
事
、

隅
田
川
ク
ル
ー
ズ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
桜
色
の
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」、

今
話
題
の
羽
田
空
港
等
。
我
ら
田
舎
の

伯
母
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
嬉
し
楽
し
の
大

満
足
の
旅
で
あ
り
ま
し
た
。
実
に
気
配

り
の
利
い
た
心
温
か
な
友
に
感
謝
し
つ

つ
皆
と
一
緒
に
帰
っ
て
来
れ
ば
よ
か
っ

た
の
だ
が
、
翌
日
九
歳
の
孫
と
【
東
京

都
美
術
館
】
を
見
る
目
的
だ
が
、
絵
を

理
解
す
る
に
は
ま
だ
幼
す
ぎ
る
事
と
混

み
様
が
心
配
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

「
大
丈
夫
！
」
孫
と
そ
の
母
で
あ
る
娘
が

口
を
揃
え
て
言
う
も
の
だ
か
ら
、
雨
の

中
出
発
し
た
。
孫
は
最
近
一
人
で
出
か

け
る
事
を
覚
え
た
様
で
、
そ
の
際
の
持

ち
物
は
ス
イ
カ
と
ケ
ー
タ
イ
と
子
供
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
。
今
回
も
そ
の
三
点
セ
ッ

ト
を
首
に
掛
け
、
私
の
前
を
颯
爽
と
歩

き
、
先
々
で
後
を
振
り
返
り
待
っ
て
い

る
。
孫
と
歩
く
嬉
し
さ
は
格
別
だ
が
、

〝
ど
っ
ち
が
引
率
者
？
〟
と
苦
笑
し
な

が
ら
つ
い
て
行
っ
た
。

展
覧
会
場
は
ま
も
な
く
閉
会
と
あ
っ

て
予
想
通
り
の
混
雑
ぶ
り
で
あ
る
。
日

本
美
術
院
、【
院
展
】
は
人
気
の
団
体
で

あ
り
、
横
山
大
観
、
春
草
、
等
の
再
興

者
か
ら
現
在
尚
活
躍
の
方
々
ま
で
の
物

を
幅
広
く
展
示
さ
れ
、
作
品
の
前
に
は

黒
山
の
様
な
人
だ
か
り
だ
。
こ
れ
で
は

混
じ
っ
て
見
る
ど
こ
ろ
か
吾
が
孫
の
小

さ
な
体
は
人
の
流
れ
に
押
し
潰
さ
れ
そ

う
だ
。
陳
列
は
子
ど
も
の
目
線
か
ら
は

る
か
上
で
、
か
な
り
の
角
度
で
見
上
げ

る
事
に
な
る
。
こ
ん
な
時
は
仕
様
が
な

い
の
で
会
場
の
中
央
で
暫
し
静
観
。
四

方
に
目
配
り
し
な
が
ら
見
学
者
の
動
き

を
察
知
し
、
瞬
時
に
す
る
り
と
入
り
込

む
。
割
り
込
み
で
は
な
く
、
全
体
を
遠

景
で
眺
め
て
お
き
、
ポ
イ
ン
ト
の
み
を

確
認
し
た
ら
ま
た
す
る
り
と
抜
け
出
て

来
る
。
人
と
接
触
せ
ず
、
不
快
に
さ
せ

る
事
も
な
く
泳
ぐ
よ
う
に
し
て
見
る
。

名
付
け
て
【
お
魚
硯
法

�
�
�
�
�
�
�

】
也
。
全
神
経

を
使
い
俊
敏
な
動
き
が
必
要
だ
。
よ
っ

て
好
き
な
絵
、
気
に
な
る
作
品
の
み
に

絞
り
込
み
決
行
。
忘
れ
ぬ
内
に
全
部
を

観
ず
と
も
さ
っ
さ
と
引
き
揚
げ
る
。
後

は
滅
多
に
行
か
ぬ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
美
味

し
い
お
茶
や
食
事
を
し
な
が
ら
今
見
て

き
た
事
を
反
芻
。
こ
れ
が
思
っ
た
以
上

に
長
い
事
記
憶
に
残
り
効
果
的
で
あ
る
。

二
昔
も
前
に
な
る
が
マ
イ
孫
の
母

（
吾
が
娘
）
が
ま
だ
小
学
生
だ
っ
た
時
、

【
西
洋
美
術
館
】で
開
催
さ
れ
た【
バ
ー
ン

（
上
山
市
上
生
居
在
住
）

連
載

�

詞
と
画

木
村
輝
子

ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
】
を
見
せ
た
く
上

京
し
た
事
が
あ
っ
た
。
前
代
未
聞
の
混

み
様
で
延
々
三
時
間
並
ん
で
入
っ
た
も

の
の
少
し
も
前
に
進
ま
ず
。
押
さ
れ
て

泣
き
そ
う
な
子
ど
も
の
顔
を
見
て
俄
に

編
み
出
し
た
の
が
こ
の
お
魚
硯
法
だ
。

都
会
で
は
た
く
さ
ん
の
展
覧
会
が
開
催

さ
れ
る
。
子
ど
も
に
は
早
い
時
期
か
ら

「
本
物
」
に
触
れ
る
機
会
を
与
え
た
い
も

の
だ
が
、
開
催
側
の
配
慮
と
見
る
側
の

工
夫
が
ま
だ
ま
だ
だ
。
せ
め
て
も
の
褒

美
と
し
て
我
慢
し
て
い
た
孫
に
精
養
軒

の
フ
ル
コ
ー
ス
を
ご
馳
走
し
た
。

視
覚
と
味
覚
の
融
合
を
実
践
す
る
私

だ
が
果
た
し
て
孫
の
記
憶
に
い
つ
ま
で

残
る
や
ら
…
…
。

し
か
し
、
東
京
に
三
日
の
滞
在
は
き

つ
い
。
そ
う
感
じ
る
お
年
頃
に
成
り
下

が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
あ
疲
れ
た
、

つ
か
れ
た
。

臨時休館のお知らせ

5月末まで
全館休館

6月初旬より
一部開館

7月初旬〜10月末頃
堆朱館休館
11月初旬
全館開館



「写経会」：毎月第４土曜日９時から
「ご詠歌会」：毎月第１水曜日１時30分から

最上三十三観音第十番
上山三十三観音第一番

水岸山慈眼院観音寺
山形県上山市十日町9—29　電話023-672-1421

結
句
の
「
月
の
か
げ
の
さ
や
け
さ
」
は
、
十
音

に
も
な
る
字
余
り
で
あ
る
が
、
茂
吉
の
作
品
だ

か
ら
許
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
茂
吉
小
公
園
の

入
口
に
、
台
石
に
載
っ
た
白
御
影
石
の
こ
の

大
き
な
歌
碑
は
、
立
っ
て
い
る
。
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
の
歌
碑
同
様
、
茂
吉
の
字

で
あ
る
。
こ
の
小
公
園
は
、
富
太
郎
が
赴
任

し
て
い
た
志
文
内
診
療
所
兼
住
宅
跡
を
整
備
し

た
も
の
で
あ
る
。
診
療
所
は
老
朽
化
の
た
め
、

取
り
壊
さ
れ
た
が
、「
今
と
な
れ
ば
惜
し
か
っ

た
で
す
ね
。
何
と
か
保
存
で
き
た
ら
良
か
っ

た
」
と
案
内
し
て
下
さ
っ
た
教
育
次
長
髙
橋

信
行
氏
は
、
残
念
そ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

小
公
園
は
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

か
ら
車
で
十
五
分
位
の
所
に
あ
る
。
裏
側
の

方
に
志
文
内
峠
の
入
口
が
あ
り
、
茂
吉
の
長

男
・
斎
藤
茂
太
の
直
筆
「
志
文
内
峠
」
を
彫

り
込
ん
だ
木
碑
が
立
っ
て
い
る
。
茂
吉
は
富

太
郎
の
娘
・
富
子
に
案
内
さ
れ
て
こ
の
峠
を

散
策
し
た
が
、
志
文
内
か
ら
佐
久
へ
向
か
う

最
短
距
離
の
こ
の
道
も
、
歩
け
ば
一
時
間
半

位
か
か
る
よ
う
で
あ
る
。

*
*

*

初
め
て
の
北
海
道
の
旅
。
宗
谷
岬
か
ら
約

二
時
間
か
か
っ
て
中
川
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
三
時
に
到
着
し
た
。
学
芸
員
疋
田
吉
識

氏
に
は
電
話
連
絡
を
し
、
写
真
で
顔
も
存
じ

て
い
た
。

玄
関
に
入
る
と
見
知
ら
ぬ
お
二
人
に
も
出

迎
え
ら
れ
た
。
頂
い
た
名
刺
に
は
「
中
川
町

長
　
川
口
精
雄
」、「
教
育
次
長
　
高
橋
信
行
」

と
書
い
て
あ
る
。

茂
吉
の
故
郷
か
ら
の
遠
来
の
客
を
町
長

さ
ん
み
ず
か
ら
出
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

あ
る
。

昭
和
七
年
の
夏
、
茂
吉
が
訪
れ
た
時
に
は

濁
流
だ
っ
た
天
塩
川

�
�
�
�
�

も
、
目
の
前
に
穏
や
か

に
流
れ
て
い
た
。
佐
久
橋
を
渡
り
、
旭
川
に

向
か
っ
て
中
川
町
を
後
に
し
た
。

（
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
取
材
）

茂
吉
の
歌
碑
を
訪
ね
て
【
補
遺
】〜
北
海
道
中
川
町
〜

鎌

上

純

子

（
歌
人
／
十
日
町
在
住
）

◎
北
海
道
と
斎
藤
茂
吉

茂
吉
に
は
二
人
の
兄
が
い
た
。
長
兄
・
守
谷

広
吉
は
金
瓶
で
農
業
を
継
い
で
い
た
が
、
昭
和

六
年
に
日
露
戦
争
従
軍
時
の
戦
傷
が
原
因
で
死

去
し
て
い
る
。
茂
吉
は
こ
の
こ
と
に
大
変
な
衝

撃
を
受
け
、
北
海
道
に
い
る
次
兄
・
守
谷
富
太

郎
と
も
会
え
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
大

き
な
不
安
を
抱
い
た
。

昭
和
七
年
、
そ
の
頃
の
茂
吉
は
、
青
山
脳
病

院
長
の
職
を
継
い
で
い
る
。
上
山
の
旅
館
山
城

屋
の
主
に
な
っ
て
い
る
末
弟
・
髙
橋
四
郎
兵
衛

を
伴
い
、
次
兄
・
富
太
郎
を
訪
ね
る
決
心
を
し

た
。
富
太
郎
は
、
北
海
道
の
辺
地
の
医
療
に
携

わ
る
拓
殖
医
と
し
て
、
昭
和
四
年
頃
か
ら
、
中

川
村
志
文
内

�
�
�
�
�

（
現
在
の
中
川
町
共
和
）
に
住
ん

で
い
た
。

八
月
十
四
日
、
旭
川
を
出
発
し
佐
久
の
駅
に

到
着
す
る
。
あ
い
に
く
の
豪
雨
の
中
、
茂
吉
と

四
郎
兵
衛
は
約
四
時
間
歩
き
続
け
、
富
太
郎
の

住
む
志
文
内
に
辿
り
着
い
た
の
で
あ
る
。

う
つ
せ
み
の
は
ら
か
ら
三
人

�
�
�

こ
こ
に
会
ひ
て

涙
の
い
づ
る
ご
と
き
話
す

兄
弟
三
人
が
再
会
し
た
時
、富
太
郎
五
十
五
歳
、

茂
吉
五
十
歳
、四
郎
兵
衛
四
十
五
歳
で
あ
っ
た
。

昭
和
七
年
八
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の

五
日
間
、
志
文
内
に
滞
在
し
た
時
に
詠
ん
だ
作

品
は
、「
志
文
内
其
一
〜
其
三
」
の
連
作
四
十

七
首
と
「
志
文
内
よ
り
稚
内
」
の
十
首
、
計
五

十
七
首
に
及
び
、
歌
集
「
石
泉
」
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。

◎
中
川
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
の
歌
碑

あ
を
あ
を
と
お
ど
ろ
く
ば
か
り
太
き
蕗
が

沢
を
う
づ
め
て
生
ひ
し
げ
り
た
り

志
文
内
連
作
四
十
七
首
の
一
首
目
の
作
品
で

あ
る
。こ
の
歌
碑
は
、平
成
二
十
四
年
に
中
川
町

見
晴
公
園
か
ら
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に
見
て

も
ら
お
う
と

エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
セ
ン

タ
ー
に
移
設

さ
れ
た
。
こ

の
歌
を
読
ん

だ
時
、
秋
田

の
蕗
な
ら

知
っ
て
い
る

が
、
北
海
道

に
も
あ
る
の

か
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
次
に
述
べ
る
志
文
内

峠
の
入
口
で
、「
太
き
蕗
」
を
見
つ
け
、か
っ
ぱ

の
よ
う
に
さ
し
て
み
た
。

◎
茂
吉
小
公
園
の
歌
碑

さ
夜
な
か
と
夜
は
過
ぎ
つ
つ
志
文
内
の

山
の
う
へ
照
ら
す
月
の
か
げ
の
さ
や
け
き

志
文
内
連
作
の
二
十
九
首
目
の
歌
で
あ
る
。
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上 山 市 村 尾 旅 館 前

割り子そば 

う
と
い
う
こ
と
ま
で
に
は
至
ら
ず
た

だ
お
守
り
の
よ
う
に
大
切
に
し
ま
っ

て
あ
る
。

い
っ
て
み
れ
ば
こ
れ
は
深
い
井
戸

で
、
汲
み
上
げ
ら
れ
手
に
触
れ
て
、
飲

ん
で
こ
そ
の
水
な
の
だ
け
れ
ど
、
今
の

と
こ
ろ
自
力
で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
。

他
人
様
が
苦
労
し
て
や
っ
と
手
渡
し
て

く
れ
る
甘
露
を
あ
り
が
た
く
飲
ま
せ
て

い
た
だ
く
の
み
で
あ
る
。

で
、
三
者
の
努
力
の
結
果
の
ほ
ん
の

一
部
分
を
次
に
紹
介
し
て
、
三
者
三
様
の

才
能
の
き
ら
め
き
を
お
楽
し
み
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
稿
を
閉
じ
た
い
と
思

い
ま
す
。

◉

中
村
佐
喜
子

訳：

ア
ン
は
暖
炉

の
前
で
、
敷
物
の

上
に
ト
ル
コ
人
み
た
い
に
う
ず
く
ま
っ
て
、

陽
気
な
輝
き
を
見
つ
め
て
い
た
。
こ
れ
は

か
え
で
の
薪
か
ら
何
百
年
間
か
の
夏
の
太

陽
が
輝
き
出
し
て
く
る
ん
だ
わ
。

◉

村
岡
花
子
訳：

ア
ン
は
炉
ば
た
の

敷
物
の
上
に
ト
ル

コ
人
の
よ
う
に
あ

ぐ
ら
を
か
い
て
す
わ
り
、
燃
え
さ
か
る
炎

を
見
つ
め
て
い
た
。
楓
の
薪
か
ら
は
何
百

年
も
た
く
わ
え
ら
れ
た
日
光
が
、
輝
き
出

て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

◉

松
本
侑
子
訳：

ア
ン
は
、
暖
炉
の

前
の
敷
物
に
、
ト

ル
コ
風
に
膝
を
曲

げ
て
丸
く
な
り
、
か
え
で
の
薪
に
蓄
え
ら

れ
た
何
百
年
も
の
夏
の
陽
射
し
が
、
少
し

ず
つ
炎
と
な
っ
て
燃
え
い
で
、
心
躍
る
よ

う
な
輝
き
を
放
つ
の
を
見
つ
め
て
い
た
。

『
赤
毛
の
ア
ン
』
を
初
め
て
読
ん
だ

の
は
、
私
が
十
七
歳
の
と
き
。
そ
の
時

手
に
し
た
角
川
書
店
版
の
文
庫
本
が
今

も
あ
り
、
読
み
返
し
て
み
た
。
う
す
茶

色
に
古
び
て
痛
ん
で
い
る
も
の
の
、
さ

わ
る
と
く
し
ゃ
っ
と
手
に
馴
染
ん
で
め

く
り
易
い
。

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
三
十
日
初
版

発
行
、
昭
和
三
十
八
年
六
月
三
十
日
八

版
発
行
、
定
価
百
五
拾
円
、
訳
者
は
中

村
佐
喜
子
。

村
岡
花
子
訳
と
い
う
の
も
こ
れ
を
機

に
は
じ
め
て
読
ん
で
み
た
。
昭
和
二
十

七
年
五
月
が
初
版
で
あ
る
ら
し
い
が
、

私
が
手
に
入
れ
た
の
は
新
潮
社
の
文
庫

本
で
、
こ
れ
は
二
〇
〇
八
年
に
出
版
さ

れ
た
改
訂
版
で
、
〝
い
く
ぶ
ん
訂
正
を

加
え
た
〟
の
は
、
村
岡
美
枝
・
村
岡
恵

理
両
氏
で
あ
る
と
い
う
。

は
じ
め
て
読
む
本
で
あ
る
が
す
で
に

し
て
別
訳
で
何
度
も
読
ん
で
い
る
の

で
、
少
し
悲
し
い
場
面
や
つ
ら
く
苦
し

い
部
分
は
大
急
ぎ
で
さ
さ
っ
と
過
ぎ
、

お
、
と
い
う
所
で
だ
け
、
心
ゆ
く
迄
ぐ

ず
ぐ
ず
道
草
し
て
、
と
て
も
楽
し
い
読

書
と
な
っ
た
。

も
う
一
冊
手
許
に
あ
っ
た
ハ
ー
ド
カ

バ
ー
の
集
英
社
版
は
、
一
九
九
三
年
発

行
で
、
訳
者
は
松
本
侑
子
。
良
質
な
書

籍
用
紙
で
あ
る
上
に
、
各
ペ
ー
ジ
の
隅

に
小
さ
な
バ
ラ
の
絵
な
ど
あ
し
ら
っ
て

あ
り
、
こ
れ
は
こ
れ
で
ま
た
別
の
味
わ

い
が
あ
っ
て
、つ
い
読
ん
で
し
ま
っ
た
。

こ
れ
に
は
、
と
て
も
詳
し
い
訳
者
ノ
ー

ト
が
附
い
て
い
て
、
へ
ぇ
、
よ
く
ぞ
教

え
て
く
れ
ま
し
た
と
い
う
項
目
が
百
九

十
二
も
あ
り
、
本
文
か
ら
離
れ
て
こ
こ

だ
け
で
も
充
分
に
楽
し
め
そ
う
だ
。

二
〇
〇
八
年
に
、
友
人
が
プ
リ
ン
ス

エ
ド
ワ
ー
ド
島
に
旅
し
た
折
、
お
土
産

は
何
が
い
い
？
と
言
う
の
で
「
ア
ン
の

原
書
と
島
の
小
石
」
と
応
え
た
ら
本
当

に
持
っ
て
来
て
く
れ
て
、嬉
し
か
っ
た
。

け
れ
ど
、
開
い
て
み
た
原
書
は
、
ど
う

発
音
し
て
読
ん
だ
ら
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
単
語
ば
か
り
が
並
ん
で
い
て
、

正
直
、
辞
書
を
ひ
い
て
勉
強
し
て
み
よ

笑
っ
て
、許
し
て
『
赤
毛
の
ア
ン
』ノ
ー
ト
村
　
田
　
美
耶
子

（
上
山
市
四
ツ
谷
在
住
）
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し
西
海
に
行
脚
、
長
崎
熊
本
に
遊
び
、
備
前
岡
山
で
客
死
享
年
六

十
一
と
い
う
か
ら
、
土
佐
物
な
ど
も
賞
味
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か

も
知
れ
な
い
。

無
論
江
戸
に
土
佐
物
は
入
っ
て
来
な
い
が
、
鰹
は
鮮
度
が
良
く

な
い
と
中
毒
を
起
こ
し
、
近
隣
の
魚
河
岸
か
ら
も
生
で
入
る
こ
と

は
無
く
、
鰹
と
い
え
ば
鰹
節
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

輸
送
手
段
が
発
達
し
て
生
鰹
が
入
る
よ
う
に
な
る
と
、
毒
消
し
の

効
能
が
あ
る
と
し
て
芥
子
酢

�
�
�
�

を
用
い
た
と
の
こ
と
。

初
鰹
芥
子
が
な
く
て
涙
か
な
　
　
　
　
　
一
　
蝶

絵
師
英
一
蝶

�
�
�
�
�
�
�
�
�は

将
軍
綱
吉
・
側
用
人
柳
沢
吉
保
を
風
刺
し

た
等
の
罪
で
三
宅
島
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
友
人
の
其
角

に
贈
っ
た
発
句
で
あ
る
が
、
目
の
前
で
鰹
は
獲
れ
て
も
、
江
戸
で

は
あ
っ
た
芥
子
を
懐
か
し
む
心
情
が
読
み
取
れ
る
。

そ
の
芥
子
効
い
て
涙
の
鰹
か
な
　
　
　
　
其
　
角

そ
れ
に
返
し
た
其
角
の
右
句
は
、
な
ん
と
も
ぴ
り
り
と
し
て
涙

腺
を
刺
激
す
る
。
今
度
、
私
も
芥
子
を
試
し
て
み
よ
う
と
も
思
う

が
、
や
は
り
山
葵
や
生
姜
が
舌
鼓
を
呼
び
起
こ
し
、
昨
日
も
今
日

も
芥
子
は
用
い
な
か
っ
た
。

さ
て
、
私
事
で
あ
る
が
、
鮮
度
の
い
い
も
の
を
選
ぶ
と
な
る

と
、
近
所
の
ス
ー
パ
ー
よ
り
も
「
魚
悦
」
ま
で
足
を
運
ぶ
こ
と
と

な
る
。「
魚
悦
」
は
「
マ
ル
エ
ツ
」
の
創
業
時
の
名
称
で
、
鮮
魚

専
門
店
で
あ
る
。
旬
の
魚
貝
類
が
あ
ま
た
並
び
、
築
地
直
送
の
名

の
通
り
鮮
度
に
申
し
分
無
い
。
鰹
は
一
尾
ま
る
ま
る
置
い
て
あ
る

こ
と
が
あ
る
が
、
な
る
ほ
ど
顔
は
烏
帽
子
に
瓜
二
つ
で
あ
っ
た
。

持
帰
っ
た
真
っ
赤
な
柵
は
、
半
分
を
ガ
ス
で
炙
り
叩
き
に
し
て

喰
ら
う
が
、
理
想
は
藁
で
あ
る
。
し
か
し
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で

も
藁
は
無
く
諦
め
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
鮮
度
が
い
い
の
で
、

味
は
格
別
で
あ
る
。
思
わ
ず
、
左
一
句
を
呟
い
て
い
た
。

葱
茗
荷
大
葉
ち
ら
し
て
初
鰹

五
十
一
―
―
鰹
と
初
鰹

五
月
頃
か
ら
だ
っ
た
ろ
う
か
、
魚
店
（
ｒ
・
う
お
だ
な
）
に
鰹

が
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
薬
味
を
買
う
頻

度
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
胡
瓜
・
葱
・
茗
荷
・
生
姜
・
大
蒜
・
大

葉
、
こ
の
間
は
根
山
葵
と
貝
割
れ
を
試
し
て
み
た
が
、
ま
こ
と
に

宜
し
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
鰹
は
、
そ
の
肉
の
鮮
明
な
赤
み
が
松
節
に
似
、
よ
っ

て
松
魚
と
も
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
頭
が
烏
帽
子
に
似
て
い
る
こ
と

か
ら
「
ゑ
ぼ
し
魚
」
と
も
称
さ
れ
、

鎌
倉
に
烏
帽
子
す
た
り
て
鰹
か
な
　
　
　
田
　
社

な
る
古
句
も
見
ら
れ
る
。
鎌
倉
と
い
う
地
名
に
も
由
あ
り
、

『
年
波
草
』
に
は
「
大
和
本
草
に
曰
、
相
州
鎌
倉
或
小
田
原
の
辺

に
之
を
釣
て
、
江
府
に
送
る
。
最
も
早
く
出
る
者
是
を
初
鰹
と
称

し
て
賞
味
す
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
徳
川
の
頃
、
鎌
倉

の
鰹
が
早
舟
で
夜
江
戸
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
を
、
夜
鰹
と
し
て

賞
味
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
鎌
倉
と
鰹
を
詠
ん
だ
古
句
が
歳
時
記

に
散
見
さ
れ
る
。

鎌
倉
を
生�

�

て
出�

�

け
ん
初
鰹

芭
　
蕉

元
禄
五
年
、
俳
諧
師
四
十
八
歳
の
吟
、
鎌
倉
で
詠
ん
だ
わ
け
で

は
無
く
、
鎌
倉
で
水
揚
げ
さ
れ
た
も
の
が
届
け
ら
れ
、
そ
の
瑞
々

し
さ
に
感
嘆
し
て
の
も
の
。
ま
た
、
芭
蕉
よ
り
二
つ
年
長
で
友
人

で
も
あ
っ
た
山
口
素
堂
の
、

か
ま
く
ら
に
て

目
に
は
青
葉
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
は
つ
鰹
　
　
素
　
堂

は
余
り
に
有
名
で
あ
る
。
前
書
は
余
り
話
題
に
な
ら
ぬ
が
、

「
か
ま
く
ら
に
て
」
一
語
に
よ
っ
て
青
葉
の
色
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の

音
が
鮮
明
に
な
り
、
初
鰹
の
味
を
引
き
立
た
せ
る
。
一
句
中
に
季

語
が
三
語
も
入
る
季
重
な
り
で
あ
る
が
、
有
無
を
言
わ
せ
ぬ
迫
力

で
海
山
双
方
の
景
色
が
読
む
者
を
包
み
込
む
。
そ
の
素
堂
に
触
発

さ
れ
た
の
か
分
ら
ぬ
が
、

ほ
と
ゝ
ぎ
す
な
く
や
夜
鰹
は
つ
鰹
　
　
　
孟
　
遠

と
い
う
の
も
興
味
深
い
。
夜
鰹
で
あ
り
そ
の
う
え
初
鰹
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
て
、
好
物
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
孟
遠
は
彦
根

藩
士
で
、森
川
許
六
門
の
重
鎮
で
あ
る
と
の
こ
と
。後
年
に
は
剃
髪

季
を
感
ず
—
俳
諧
逍
遥

を
ゝ
さ
わ
英
幸

（
東
京
都
在
住
・
上
山
市
出
身
）
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運
送
業
者
、
飲
食
施
設
業
者
な
ど
総
計
約
一
万
五
千
人
が
韓

国
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
渡
り
、
外
国
人
相
手
の
買
春
斡
旋
に
も

手
を
染
め
る
よ
う
な
韓
国
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
あ
る
。

こ
れ
を
読
ん
で
山
西
省
の
戦
地
に
居
た
頃
朝
鮮
半
島
生
ま

れ
の
日
本
人
の
行
動
に
納
得
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
と
同
じ
一
般

人
の
行
動
だ
っ
た
の
だ
。

私
は
週
刊
誌
を
読
み
驚
く
こ
と
ば
か
り
だ
。
中
国
山
西
省

の
前
線
で
戦
闘
し
た
の
は
事
実
だ
が
、
あ
の
頃
国
は
「
五
族

協
和
」
を
唱
え
、
軍
紀
厳
正
。
中
国
の
一
般
人
に
対
し
て

「
焼
く
な
」「
殺
す
な
」「
犯
す
な
」
の
標
語
も
あ
っ
て
厳
し

く
、
こ
れ
を
破
っ
た
者
は
厳
罰
で
あ
っ
た
。

従
軍
慰
安
婦
問
題
で
今
も
政
府
が
苦
慮
し
て
い
る
よ
う
だ

が
あ
の
時
代
の
中
国
山
西
省
、
我
が
部
隊
の
近
く
に
活
動
す

る
日
本
人
は
朝
鮮
半
島
生
ま
れ
の
日
本
人
だ
。
我
ら
兵
士
を

写
す
写
真
屋
、
中
国
語
の
わ
か
る
通
訳
、
兵
士
が
食
べ
た
い

餡
巻
（
菓
子
）
屋
、
部
隊
に
野
菜
を
納
め
る
商
人
。
朝
鮮
人

と
言
え
ば
叱
ら
れ
る
日
本
人
だ
っ
た
。
彼
等
は
日
本
人
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
て
活
動
し
て
い
る
の
だ
。
従
軍
慰
安
婦
も

日
本
人
な
の
だ
が
朝
鮮
半
島
生
ま
れ
の
日
本
人
な
の
だ
。

日
韓
併
合
は
明
治
四
十
三
年
だ
。
あ
の
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
列
強
国
は
こ
ぞ
っ
て
植
民
地
獲
得
の
鉾
先
を
極
東
に
向
け

て
い
た
時
代
で
、
小
国
の
独
立
は
難
し
い
。
そ
れ
で
植
民
地

で
は
な
く
併
合
で
あ
る
あ
の
時
代
の
従
軍
慰
安
婦
は
間
違
い

な
く
大
日
本
帝
国
の
国
民
で
、
韓
国
の
人
な
ど
一
人
も
い
な

い
の
だ
。
こ
れ
が
老
兵
の
証
言
で
あ
る
。

私
は
昭
和
十
六
年
よ
り
三
年
間
は
現
役
兵
と
し
て
中
国
山

西
省
、
後
の
二
年
七
ヶ
月
は
熱
帯
雨
林
の
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
弾
丸
飛
び
交
う
中
を
駆
け
廻
っ
た
。
大
正
九
年
四
月
十

日
生
ま
れ
の
老
兵
で
あ
る
。

三
月
初
旬
の
こ
と
。
テ
レ
ビ
で
従
軍
慰
安
婦
の
こ
と
で
韓

国
大
統
領
は
「
歴
史
の
こ
と
は
生
き
証
人
の
発
言
で
あ
る
」

と
言
っ
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
で
は
日
本
で
も
生
き
証
人

の
言
葉
を
聞
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

私
が
中
国
山
西
省
の
前
線
に
い
る
時
、
近
く
に
い
る
日
本

人
は
朝
鮮
半
島
生
ま
れ
の
日
本
人
で
韓
国
人
は
一
人
も
い
な

い
、
彼
等
は
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。「
天
皇
陛

下
は
一
人
だ
」
と
言
う
。
そ
の
時
の
従
軍
慰
安
婦
も
日
本
人

な
の
だ
。
今
年
（
平
成
二
十
六
年
）
三
月
、
某
週
刊
誌
に

「
韓
国
軍
は
ベ
ト
ナ
ム
で
何
を
し
た
の
か
」
と
い
う
記
事
を

掲
載
し
て
い
る
。
私
は
韓
国
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
関
係
し
た

こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
は
、
共
産
主
義
の
北
ベ
ト
ナ
ム
と
資
本

主
義
の
南
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
争
と
思
っ
て
い
た
。
一
九
六
三
年

ア
メ
リ
カ
が
介
入
し
、
一
九
七
二
年
の
和
平
協
定
で
米
軍
撤

退
と
あ
り
、
韓
国
が
関
与
し
た
こ
と
は
こ
の
週
刊
誌
を
見
る

ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
東
南
ア
ジ
ア
条
約
機
構
加
盟
国
も
参
戦
し
た
が
、

万
を
こ
え
る
兵
力
を
動
員
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
を
除
け
ば
韓

国
だ
け
だ
。
週
刊
誌
の
見
出
し
に
は
「
韓
国
軍
は
ベ
ト
ナ
ム

で
何
を
し
た
か
。
殺
戮
と
破
壊
　
慰
安
婦
　
民
間
人
虐
殺

国
民
に
は
こ
れ
を
知
ら
せ
て
い
な
い
」
と
あ
る
。
村
人
の
前

で
輪
姦
し
て
殺
害
　
子
供
の
首
を
切
り
落
と
す
　
民
間
人
の

大
量
殺
害
」
な
ど
、
如
何
に
非
道
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。

韓
国
軍
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
参
戦
し
た
の
は
六
十
六
年
か

ら
七
十
三
年
ま
で
延
べ
三
十
二
万
の
兵
を
派
兵
し
て
い
る
。

韓
国
は
な
ぜ
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
し
た
の
か
。

ケ
ネ
デ
ィ
ー
大
統
領
に
提
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ

カ
に
す
り
寄
る
こ
と
で
、
当
時
の
軍
事
独
裁
政
権
を
認
め
さ

せ
る
た
め
、
そ
し
て
戦
争
特
需
に
よ
る
外
貨
獲
得
が
狙
い
で

あ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
特
需
に
あ
や
か
ろ
う
と
建
設
業
者
、

随
筆

老
兵
は
語
る

斎
藤
繁
衞

（
上
山
市
永
野
在
住
）
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和
菓
子
作
り
体
験

午
後
二
時
〜
三
時
／
予
約
制
／
出
張
も
致
し
ま
す

和
菓
子
三
個
作
っ
て
八
〇
〇
円

中華オードブル承り中。

に
な
る
！
と
思
っ
て
い
た
の
で
、な
れ
ま
し

た
。た
だ
、自
分
だ
け
で
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な

る
目
標
が
達
成
で
き
た
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

い
ろ
ん
な
人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
き

た
。だ
か
ら
、み
ん
な
も
親
や
先
生
の
言
う
こ

と
を
聞
い
て
、頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
、な

る
ほ
ど
と
思
わ
せ
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
。１
時

間
ほ
ど
の
授
業
で
し
た
が
子
供
た
ち
の
笑
顔

で
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

最
後
に
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
試
合
を
見
に
来
て

声
援
を
送
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
良
い
プ
レ
ー

を
見
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
ぜ
ひ
ス
タ
ジ

ア
ム
に
来
て
欲
し
い
」
と
の
言
葉
で
上
山
小

学
校
で
の
夢
ク
ラ
ス
は
終
わ
り
ま
し
た
。

８
月
31
日
、vs
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
戦
は
上
山

応
援
デ
ー
で
す
。
昨
年
も
沢
山
の
市
民
が
駆

け
つ
け
ま
し
た
が
、
今
年
は
さ
ら
に
多
く
の

参
加
者
の
後
押
し
が
で
き
る
よ
う
に
上
山
モ

ン
テ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
様
々
な
企

画
を
立
て
て
い
ま
す
。
本
誌
発
行
の
と
き
に

は
も
う
終
わ
っ
て
い
ま
す
が
７
月
27
日
北
部

地
区
公
民
館
に
お
い
て
ゲ
ー
フ
ラ
製
作
教

室
。
ゲ
ー
フ
ラ
と
は
ゲ
ー
ト
フ
ラ
ッ
グ
の
事

で
、
好
き
な
選
手
の
名
前
や
背
番
号
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
い
た
旗
の
こ
と
で
す
。
手
で
掲

げ
た
時
に
「
門
」
の
字
の
よ
う
に
見
え
る
と

こ
ろ
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
さ

ら
に
８
月
３
日
に
は
市
内
ス
ー
パ
ー
に
て
応

援
デ
ー
告
知
チ
ラ
シ
の
配
布
。
８
月
下
旬
モ

ン
テ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ポ
ス
タ
ー
の
市
内
商
店

街
掲
示
の
お
願
い
と
応
援
デ
ー
の
PR
。
31
日

当
日
は
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て
上
山
市
民

決
起
集
会
を
予
定
。
昨
年
の
決
起
集
会
で
は
、

木
村
副
市
長
、大
場
市
議
の
挨
拶
の
後
、全
員

でYAM
AGATA DIO

と
秋
葉
勝
コ
ー
ル

を
し
て
会
場
に
入
り
ま
し
た
。
J1
昇
格
に

向
け
て
負
け
ら
れ
な
い
一
戦
を
上
山
市
民
の

後
押
し
で
勝
利
出
来
る
よ
う
皆
さ
ん
の
参
加

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

夢
ク
ラ
ス
in
上
山
小
学
校

Ｊ
リ
ー
グ
で
は
、
Ｊ
ク
ラ
ブ
の
本
拠
地
を

「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
」
と
呼
び
ま
す
。

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
は
、
県
内
の
全
市
町

村
が
本
拠
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
と
一

体
と
な
っ
て
ク
ラ
ブ
を
作
り
支
え
て
い
く
事

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
単
に
試
合
を
す

る
だ
け
で
は
な
く
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
企
画
で

地
域
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
内
容
は
、

１
【
ふ
れ
あ
い
フ
ィ
ー
ル
ド
】
幼
稚
園
、
保

育
園
、
小
学
校
に
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣

し
ボ
ー
ル
に
触
れ
る
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も

ら
う
。

２
【
さ
わ
や
か
い
き
い
き
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
】

高
齢
者
の
方
に
運
動
を
通
し
て
健
康
作
り
を

促
す
。

３
【
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
】
子
供
た
ち
が
の

び
の
び
と
サ
ッ
カ
ー
の
出
来
る
環
境
を
提
供

す
る
。

４
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
交
流
を

深
め
る
。

そ
の
他
、
講
師
派
遣
や
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
給

食
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
事
業
の
中

で
も
大
き
な
企
画
に
「
夢
ク
ラ
ス
」
が
あ
り

ま
す
。
選
手
２
名
ず
つ
別
れ
て
県
内
の
小
学

校
を
訪
問
し
交
流
を
図
り
ま
す
。
内
容
は
サ

ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、
プ
ロ
に
な
る
ま
で
の
話
を
し
た
り
、
子

供
た
ち
が
自
分
の
夢
を
発
表
し
た
り
す
る
こ

と
が
主
な
内
容
で
、
去
る
７
月
３
日
、
上
山

出
身
の
秋
葉
勝
選
手
と
今
年
ガ
ン
バ
大
阪
か

ら
移
籍
し
て
き
た
川
西
翔
太
選
手
が
上
山
小

学
校
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。参
加
し
た
の
は

６
年
生
88
名
。
自
己
紹
介
の
後
、
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
の
ド
リ
ブ
ル
競
争
で
す
っ
か

り
子
供
た
ち
と
馴
染
み
、
プ
ロ
の
華
麗
な
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
で
は
オ
ー
！
っ
と
唸
ら
せ
る
足

さ
ば
き
を
見
せ
ま
す
。
６
年
生
代
表
６
人
か

ら
は
、寿
司
職
人
に
な
り
た
い
。野
球
選
手
に

な
り
た
い
。習
字
の
先
生
に
な
り
た
い
。ダ
ン

ス
の
先
生
に
な
り
た
い
と
将
来
の
夢
を
発
表

し
ま
し
た
。
秋
葉
選
手
は
、「
ど
う
や
っ
て

プ
ロ
に
な
っ
た
か
と
言
わ
れ
る
と
、
や
っ
ぱ

り
〝
努
力
〟
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
み
ん

な
も
そ
れ
ぞ
れ
夢
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
も
ら
え

れ
ば
…
」。
川
西
選
手
か
ら
は
「
僕
の
場
合

は
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
る
の
が
、
夢
じ
ゃ
な

く
て
目
標
で
し
た
。
ず
っ
と
サ
ッ
カ
ー
選
手

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
を
応
援
し
よ
う
�

水
沼
常
喜

（
上
山
市
大
石
在
住
）



武家屋敷見学の折、お気軽にお立ち
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最適な補聴器。ブラビシモライト。

ボリューム
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デジタル補聴器
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第
九
十
一
回

先
日
、「
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
載
っ
て
い
な

い
地
元
民
お
薦
め
の
と
こ
ろ
は
？
」
と
聞
か

れ
、
あ
れ
こ
れ
考
え
て
み
ま
し
た
。
お
気
に

入
り
の
場
所
は
た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
、
気
に

入
っ
て
戴
け
る
か
ど
う
か
が
心
配
。

教
え
て
あ
げ
た
い
お
気
に
入
り
の
場
所
と

い
う
か
景
色
は
、
花
の
森
湖
か
ら
見
る
上
山

市
内
ま
で
の
景
色
。
小
穴
側
の
阿
弥
陀
地
に

あ
る
葡
萄
畑
越
に
蔵
王
連
峰
が
見
え
る
と
こ

ろ
。両
サ
イ
ド
が
広
い
田
圃
の
長
い
あ
ぜ
道
。

上
山
が
一
望
で
き
る
三
吉
山
の
山
頂
。
小
倉

の
朝
日
連
峰
が
見
渡
せ
る
小
道
。
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
広
々
と
し
た
空
間
が
好
み
で
す

が
、
狭
い
と
こ
ろ
も
い
い
で
す
ね
。
元
市
民

会
館
の
駐
車
場
か
ら
湯
町
に
抜
け
る
デ
ー
ジ

ー
の
小
道
と
か
ね
。全
く
私
の
好
み
で
す
し
、

そ
れ
に
分
か
り
に
く
い
し
。

こ
の
間
も
、「
上
山
が
ど
ん
な
町
か
知
ら

な
い
け
ど
『
途
中
下
車
す
る
な
ら
上
山
が
い

い
よ
。』
と
言
わ
れ
た
か
ら
、
来
て
み
ま
し

た
。」
と
い
う
方
に
も
お
会
い
し
ま
し
た
。

以
前
は
し
っ
か
り
調
べ
る
派
が
多
か
っ
た
け

ど
今
は
ぶ
ら
り
地
元
民
に
聞
く
派
が
増
え
て

き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
ち
な
み

に
私
は
ぶ
ら
り
て
く
て
く
派
で
す
。
町
の
中

を
気
の
向
く
ま
ま
に
ぶ
ら
り
と
歩
く
。
私
の

旅
の
楽
し
み
は
何
か
お
気
に
入
り
を
見
つ

け
る
こ
と
。
景
色
や
食
べ
物
は
も
ち
ろ
ん
だ

け
ど
、
そ
の
町
の
色
だ
っ
た
り
、
匂
い
だ
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
上
山
の
色

は
？
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
そ
の
時

は
屋
根
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
深
い
緑
色
。

モ
ス
グ
リ
ー
ン
よ
り
鮮
や
か
で
、
で
も
落
ち

着
い
て
い
る
色
。
十
日
町
の
梅
津
歯
医
者
さ

ん
の
屋
根
の
色
で
し
ょ
う
か
。
上
山
に
は
多

い
い
ん
で
す
よ
ね
、
こ
の
色
の
屋
根
が
。
さ

て
匂
い
と
言
う
と
上
山
は
ど
ん
な
匂
い
な
の

か
な
。
匂
い
を
意
識
し
て
上
山
城
を
眺
め
た

ら
、
な
ん
だ
か
凛
と
し
た
透
き
通
っ
た
匂
い

を
感
じ
ま
し
た
。「
お
城
」
を
意
識
し
す
ぎ

で
し
ょ
う
か
。

食
べ
物
と
言
え
ば
最
近
ま
た
、
お
楽
し
み

が
増
え
ま
し
た
。
美
味
し
い
珈
琲
を
飲
め
る

お
店
が
で
き
た
ん
で
す
。
カ
ミ
ン
の
２
階
で

お
店
の
名
前
は
「
豆
と
麦
と
」。
珈
琲
に
魅

せ
ら
れ
た
店
長
お
勧
め
の
「
イ
エ
メ
ン
」
と

い
う
珈
琲
を
飲
ん
で
み
ま
し
た
。
な
ん
と
爽

や
か
な
口
当
た
り
の
味
で
し
ょ
う
。
店
長
の

あ
べ
く
ん
曰
く
、「
ワ
イ
ン
の
よ
う
な
風
味
。」

と
か
。
そ
う
言
わ
れ
た
と
き
に
は
、
は
っ
き

り
言
っ
て
分
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

実
感
し
ま
し
た
。
夕
食
時
、
赤
湯
の
大
浦
ワ

イ
ン
の
赤
を
飲
ん
だ
時
、「
あ
れ
、
こ
の
味
、

こ
の
香
は
。
そ
う
、『
イ
エ
メ
ン
』
!!
」
あ
べ

く
ん
の
言
っ
て
い
た
風
味
と
や
ら
だ
っ
た
ん

で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
し
た
感
動
で
し
た
。
美

味
し
い
の
は
珈
琲
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。

お
店
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
お
勧
め
の
「
お
豆
さ

ん
カ
レ
ー
」
こ
れ
ま
た
、
優
し
い
豆
の
甘
さ

が
そ
っ
と
生
か
さ
れ
て
い
て
、
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
、し
ば
ら
く
は
楽
し
め
そ
う
。

気
に
な
っ
た
の
は
名
物
ス
イ
ー
ツ
の
「
お
っ

ぱ
い
だ
ん
じ
ゅ
」。
隣
の
席
の
熟
女
た
ち
が

注
文
し
て
い
て
、
テ
ー
ブ
ル
に
運
ば
れ
た
と

た
ん
に
「
か
わ
い
い
!!
ぷ
に
ゅ
ぷ
に
ゅ
し

て
い
る
。」
っ
て
は
し
ゃ
い
で
い
た
ん
で
す
。

次
回
こ
そ
は
注
文
し
な
く
ち
ゃ
。

さ
て
、
上
山
と
言
え
ば
や
っ
ぱ
り
温
泉
。

今
日
は
新
丁
共
同
浴
場
鶴
の
湯
。
ハ
ワ
イ
ア

ン
ブ
ル
ー
と
い
う
か
沖
縄
ブ
ル
ー
、
い
え
い

え
樹
氷
の
季
節
の
上
山
ブ
ル
ー
と
言
い
た
い

く
ら
い
、
奇
麗
な
青
色
の
湯
船
に
た
っ
ぷ
り

の
お
湯
。
手
足
を
伸
ば
し
て
ふ
う
、
と
深
呼

吸
。
一
日
の
疲
れ
が
溶
け
出
し
て
洗
い
流
さ

れ
て
い
く
。
気
持
ち
い
い
ん
で
す
よ
ね
。

う
ふ
ふ
、
し
・
あ
・
わ
・
せ
。
や
っ
ぱ
り

一
番
の
お
勧
め
は
温
泉
で
す
ね
。

〜〜〜

))
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日曜日
だけ休業
させて頂い

てます。

しまむら
ダイハン

13号線
バイパス
四ツ谷
交差点

ココです
至
山
形

至
南
陽

な
る
の
だ
と
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
「
徒
然
草
」
か
ら
引
き
出
し

て
い
る
。
古
希
を
過
ぎ
今
更
な
が
ら
と

思
い
つ
つ
、ふ
む
ふ
む
、な
る
ほ
ど
な

る
ほ
ど
、
と
そ
ん
な
気
持
で
読
ん
だ
。

後
日
、
久
し
ぶ
り
に
同
年
代
の
知
人

と
酒
を
一
緒
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
そ

の
時
の
会
話
。

「
何
か
薬
飲
ん
で
る
？
」
と
話
題
は
す

ぐ
に
身
体
の
こ
と
に
な
っ
た
。「
コ
レ

ス
ト
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る
薬
だ
け
だ

よ
」「
足
腰
は
ど
ん
な
具
合
？
」
と
訊
け

ば
「
足
腰
も
本
当
で
な
い
が
膝
が
痛
い

の
に
は
参
っ
て
る
」
と
。
そ
れ
か
ら

「
神
頼
み
の
心
境
で
宣
伝
に
乗
り
サ
プ

リ
メ
ン
ト
も
続
け
て
い
る
」
と
の
こ
と
。

で
、親
の
介
護
は
と
な
る
と
、「
母
親
だ

け
だ
が
真
っ
最
中
だ
よ
」
と
の
話
だ
。

先
日
も
「
年
若
い
知
人
が
心
筋
梗
塞

で
倒
れ
た
の
を
知
っ
て
る
よ
」「
そ
れ

よ
り
も
我
々
に
は
認
知
症
が
待
っ
て
い

る
だ
ろ
う
よ
」。
眼
は
ど
う
な
の
と
の

話
題
に
な
れ
ば
「
白
内
障
で
近
々
手
術

の
予
定
」
と
い
う
具
合
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
或
る
人
に
言
わ
せ

れ
ば
簡
単
に
「
年
齢
の
せ
い
」
と
い
う

言
う
が
、
含
蓄
の
あ
る
人
な
ら
「
生
き

て
い
る
証
拠
だ
よ
」
と
捉
え
る
ら
し

い
。
週
刊
誌
の
見
出
し
に
七
十
過
ぎ
た

ら
「
カ
ネ
」「
家
」「
思
い
出
」
を
捨
て

よ
う
と
あ
っ
た
。

「
〇�

�

葬
の
す
す
め
」
の
本
が
読
ま
れ
て

い
る
と
も
聞
く
。
酔
い
も
手
伝
い
話
は

も
っ
と
も
身
近
な
も
の
と
な
っ
た
。

「
そ
う
さ
な
ぁ
」
な
ぜ
か
ア
ン
の
め
ん

こ
さ
に
加
え
マ
シ
ュ
ウ
の
在
り
方
に
共

感
を
覚
え
て
る
自
分
に
気
づ
い
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
花
子

と
ア
ン
」
が
大
人
気
だ
そ
う
だ
が
、
小

生
は
ま
だ
観
た
こ
と
が
な
い
。
ア
ニ
メ

版「
赤
毛
の
ア
ン
」が
毎
週
日
曜
日
午
後

六
時
半
よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
放
映
さ
れ
て
い
る
。
二
十
五
分
間
だ

け
の
短
い
時
間
に
不
満
を
覚
え
、
か
つ

週
一
回
だ
け
に
、
待
ち
遠
し
さ
に
苦
し

ん
で
い
る
。
　

週
一
回
、
二
十
五
分
と
言
え
ば
、
一

万
八
十
分
の
二
十
五
分
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

ア
ン
が
被
っ
て
い
た
最
初
の
帽
子
を

麦
わ
ら
帽
子
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
だ

が
正
し
く
は
水
兵
帽
で
あ
る
こ
と
を
は

じ
め
て
知
っ
た
。

以
前
、
大
い
に
気
に
入
り
似
た
よ
う

な
帽
子
を
探
し
求
め
玄
関
の
壁
に
飾
り

掛
け
て
い
た
。
カ
ス
バ
ー
ト
老
兄
妹
の

養
女
に
来
た
時
、
ア
ン
十
一
歳
、
そ
し

て
マ
シ
ュ
ウ
＝
カ
ス
バ
ー
ト
は
六
十
一

歳
で
あ
る
。
六
十
一
歳
と
言
え
ば
日
本

で
は
も
う
還
暦
を
ひ
と
つ
越
し
、
ま
た

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
定
年
を
迎
え
、
さ

て
第
二
の
人
生
を
と
歩
み
始
め
る
年
齢

で
あ
る
が
、
要
す
る
に
老
後
の
暮
し
方

を
い
ろ
い
ろ
と
イ
メ
ー
ジ
も
含
め
て
準

備
す
る
年
齢
だ
。

話
を
い
き
な
り
変
え
る
が
、
こ
の
よ

う
な
節
目
の
頃
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
本

に「
徒
然
草
」
が
あ
る
。
中
野
孝
次
（
一

九
二
五
年
生
ま
れ
、
東
大
文
学
部
独
文

科
卒
業
、
国
学
院
大
学
教
授
を
経
て
作

家
活
動
に
入
る
）
の
場
合
は
こ
う
だ
。

「
わ
た
し
が
自
主
定
年
と
称
し
五
十
五

歳
で
勤
め
を
辞
す
る
―
こ
れ
に
よ
っ
て

わ
た
し
は
辞
め
る
決
意
を
固
く
し
、
辞

め
た
後
の
生
き
方
を
定
め
た
も
の
だ
っ

た
」
と
し
て
「
徒
然
草
」
第
百
十
二
段

の
次
の
文
を
挙
げ
て
い
る
。

「
吾
が
生
す
で
に
蹉
跌
た
り
。
諸
縁
を

放
下
す
べ
き
時
な
り
。
信
を
も
守
ら

じ
。
礼
儀
を
も
思
は
じ
」

あ
る
い
は
ズ
バ
リ
次
の
よ
う
な
題
名

の
本
さ
え
あ
る
で
は
な
い
か
。

清
水
義
範
著
『
徒
然
草
に
学
ぶ
後
悔

し
な
い
人
生
』
と
し
て
「
五
十
代
か
ら

上
手
に
生
き
る
人
ム
ダ
に
生
き
る
人
」

と
。
著
者
は
五
十
代
で
老
後
の
こ
と
を

考
え
る
の
は
早
す
ぎ
る
の
で
は
と
思
う

人
に
、
そ
う
思
っ
て
い
る
と
手
遅
れ
に

マ
シ
ュ
ウ
は
つ
ぶ
や
く「
そ
う
さ
な
ぁ
」
浦
　
河
　

克
　

（
多
趣
味
隠
居
爺
予
備
軍
）

エ
ッ
セ
イ



上
山
市
観
光
課

〇
二
三（
六
七
二
）一
一
一
一

上
山
市
観
光
物
産
協
会

〇
二
三（
六
七
二
）〇
八
三
九

か
み
の
や
ま
温
泉
旅
館
組
合

〇
二
三（
六
七
二
）一
四
五
六

上
山
市
立
図
書
館

〇
二
三（
六
七
七
）〇
八
五
〇

上
山
城
郷
土
資
料
館

〇
二
三（
六
七
三
）三
六
六
〇

Ｊ
Ｒ
か
み
の
や
ま
温
泉
駅

〇
二
三（
六
七
二
）〇
〇
四
九

蔵
王
坊
平
観
光
協
議
会
　
〇
二
三（
六
七
九
）二
三
一
一

蔵
王
猿
倉
観
光
協
議
会
　
〇
二
三（
六
七
九
）二
二
一
一

山
交
ハ
イ
ヤ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）一
六
一
六

観
光
タ
ク
シ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）二
三
二
三

上
山
タ
ク
シ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）一
一
二
二

上
山
レ
ン
タ
カ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）四
一
九
〇

月刊『かみのやま』 第160号 発行日 ／ 2014年8月1日
編集・制作／有限会社スタジオ・ワン 発行／上山を元気にする会
〒999-3101上山市金瓶字湯尻63-2-1 ☎023-672-8581 FAX.023-672-8582
発行人／阿部檀　編集人／岩井哲 題字／故 木村蔵六 編集協力／鎌上宏

株式
会社

建築資材金物・電動工具各種・合鍵・解錠・アルミサッシ
板硝子・家庭金物・日用品雑貨・計量器

上山中学校昭和40年度卒業
上山小学校昭和37年度卒業

さて、誰でしょう？
変な頭が特徴です。

中央区日本橋2-2-15 日本橋テイトビル2階
☎03-3274-1797 上京の折、ぜひご来店ください。

窮
屈
な
休
憩
室
上
山
藩
の
幕
末
26

編
集
子

金
子
与
三
郎
の
脱
藩
未
遂
の
顛
末

金
子
与
三
郎
が
脱
藩
を
企
て
、ま
さ
に
出
立
し

よ
う
と
し
た
時
の
こ
と
ば
が
残
さ
れ
て
い
る
。親

友
・
中
村
祐
右
衛
門
へ
の
別
れ
の
挨
拶
で
あ
る
。

「
一
書
、
残
し
お
き
ま
す
。
御
存
知
の
通
り
ご
く

懶
惰
の
上
、多
病
で
大
役
を
つ
と
め
て
い
る
が
君
恩

の
万
分
の
一
に
も
報
い
る
こ
と
が
出
来
ず
、こ
の
ま

ま
で
は
た
だ
た
だ
禄
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
な
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
る
不
孝
不
忠
の
罪
は
免
れ
ま
せ
ん
が

家
に
は
相
続
の
者
が
無
い
訳
で
も
な
い（
大
六
と
平

策
―
引
用
者
註
）の
で
決
然
と
し
て
退
身
す
る
考
え

で
す
。
左
様
な
こ
と
で
再
び
拝
顔
す
る
こ
と
も
出
来

ま
せ
ん
が
御
自
愛
御
忠
勤
の
ほ
ど
か
げ
な
が
ら
祈

り
ま
す
。
奥
山
忠
吾
・
土
田
源
兵
衛
両
士
へ
も
幾
重

に
も
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。
胸
中
を
開
い
て
申
し
上

げ
た
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
老
父
を
捨
て
、
国
を

去
る
こ
と
故
、
方
寸
も
乱
れ
、
諸
事
前
後
す
る
よ
う

に
思
い
ま
す
が
御
察
し
下
さ
れ
た
く
、
あ
ら
あ
ら
涙

と
共
に
筆
を
と
り
ま
し
た
。」（
現
代
語
訳：

後
藤
嘉
一

著『
や
ま
が
た
明
治
零
年
・
山
形
商
業
史
話
』よ
り
）

三
月
四
日
と
あ
り
、こ
の
脱
藩
未
遂
事
件
は
略

歴
か
ら
考
え
て
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）と
い
う
こ

と
に
な
る
。与
三
郎
、数
え
で
三
十
歳
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
思
い
出
す
の
は
、同
年
三
月
二
十
日
、脱

藩
し
て
津
軽
ま
で
の
旅
の
途
に
あ
っ
た
吉
田
松
陰

と
仙
台
藩
校
養
賢
堂
付
近
に
お
い
て
、
森
本
友
弥

（
藩
内
で
は
金
子
与
三
郎
の
片
腕
と
目
さ
れ
て
い

た
）と
与
三
郎
の
末
弟
・
金
子
平
策
が
一
緒
に
吉
田

松
陰
と
面
会
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
は
当
初
、金
子
平
策
を
与
三
郎
の
偽
名
と
考

え
て
い
た
が
、そ
の
後
、同
名
の
実
の
弟
の
存
在
を

知
り
、誤
認
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
脱
藩
未
遂
事
件
の
後
、
十
月
ま
で
の
間
、

与
三
郎
は
自
粛
の
身
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
直
接
仙

台
に
出
向
く
こ
と
が
で
き
ず
、
代
わ
り
に
平
策
が

兄
与
三
郎
の
遣
い
で
行
動
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
で
き
る
。い
ず
れ
に
せ
よ
、
仙
台
で
偶
然

に
会
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、長
州
に
い
る
う
ち

か
出
奔
し
て
か
ら
か
、直
接
か
間
接
か
は
わ
か
ら

な
い
と
し
て
も
、
お
そ
ら
く
事
前
に
松
陰
と
連
絡

を
取
り
合
っ
て
の
行
動
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
与
三

郎
も
計
画
通
り
三
月
四
日
に
脱
藩
を
決
行
し
て
い

れ
ば
、仙
台
な
ら
ず
と
も
、
松
陰
と
の
面
会
は
ど
こ

で
で
も
果
た
せ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
攘

夷
を
叫
ぶ
人
た
ち
と
の
交
流
を
望
ん
で
い
た
与
三

郎
は
、自
粛
あ
け
の
十
月
、漸
く
父
の
許
し
を
得
て

旅
に
出
る
。北
陸
、山
陰
、山
陽
、九
州
へ
の
旅
で
、

そ
の
後
の
与
三
郎
の
過
激
な
攘
夷
思
想
形
成
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
漫
遊
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
森
本
友
弥
、金
子
平
策、
と
吉
田
松
陰
と
の
出
来
事
は『
東
北
遊

日
記
』（
岩
波
書
店
版「
日
本
思
想
大
系：
吉
田
松
陰
」
所
収
）に
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
記
述
で
は
金
子
平
作、
と
あ
る
。
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成蹊学習塾

トリートメント＆ヘッドスパ
ナノレベルのスチームで毛穴スッキリ！

痛んだキューティクルを整えます！
リンパマッサージでお顔がリフトアップ！

¥500

かみのやま
温泉駅東口

シュシュ

1F 美容室
シュシュ

美容室
http://chouchou6736030.blog.fc2.com
上山市矢来4-8-1　☎673-6030

第18回「まち塾」期日：9月20日 PM7:00〜 於:成蹊学習塾
講師：坂本隆子氏 題：「ガラス工芸の魅力：作品鑑賞の壷・楽しみ方」
資料代:300円 お問合せ＆参加申込：023-673-2232（棚井）

【
訃
報
】
一
柳
浩
良
氏
（
一
柳
理
容
所
）
が
去
る
七
月
十
八
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
八
十
二
。
生
前
、
本
誌
へ
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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各種ギフト・お土産品もございます
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TEL（023）674-2351
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